
自分一人が入れる１ｍ四方ぐらいの大きさで，フタもない。爆風を防ぐためだけの小さな穴のこと。*1
ばくふう あな
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１９ お 名 前 性 別 満年齢 終戦時の年齢 現 住 所

中根 藤子 女 性 ８４歳 １９歳 富岡中部
な か ね ふ じ こ

① ８月１５日は，どこでどんなことをしていましたか。

浜松市の浜北区の貴布祢にある，兵隊さんの服を作る織物工場にいました。
はま まつ き ぶ ね

大きな工場で，寮は２１もありました。
りょう

② 終戦のことを，どこで，どのように聞かれましたか。

会社の寮のラジオで，みんなで聞きました。

③ 敗戦を知らされた時の気持ちやその時の様子

やっと終わった，というのが正直な気持ちです。

④ 体験の中で，子どもたちに語り伝えておきたいこと

「浜松の艦砲射撃と空襲」
か ん ぽ う し ゃ げ き く うしゅう

浜松には軍需工場がたくさんあったので，何回も空襲を受けています。特にひ
ぐん じゅ

どかったのは 昭和２０年６月１８日の空襲です 浜松市は海に近いので 遠州灘， 。 ，
えんしゅうなだ

の軍艦から艦砲射撃があり，浜松駅や周辺が攻撃されました。ものすごい数のＢ
ぐん かん こう げき

２９が編隊を組み，爆弾や焼夷弾を落としました。
ばく だん しょう い だん

夜だったので，真っ赤な大きな火の玉が，まるで花火のように「シャー，シャ

」 ， 。 ， 。ー と 音を立てて降ってきました 私たちは 最初はたこつぼ に入りました*1
ふ

それでも，浜松の中心部から少し離れていたので，近くには爆弾は落ちません
はな

でした。私たちは，防空ずきんをかぶり，着るものと毛布を持って山へ逃げまし
に

た どこの山なのかよく覚えていませんが 必死に走って逃げました 火の玉に背中。 ， 。
せ なか

を押されるように，走りました。
お

山に着くと，側溝が掘ってあって，そこに大勢の
そっ こう

。 ， ，人がいました 浜松の市街が燃え上がり 空が一面

黒い煙と炎で染まっていました。それでも爆弾はど
けむり ほのお そ

んどん落とされます。浜松の中心は，あっという間

に焼け野原になりました。私たちは，身をすくめた

まま一夜を過ごしました。

翌日も空襲警報は続きました。攻撃がおさまり，
よく じつ けい ほう

夕方になって工場へ戻りました。工場の周辺は爆撃
もど ばく げき

からのがれ，無事に残っていました。

他の人から聞いた話では，浜松の中心は焼け野原

で，駅の周辺は死体が山と積まれているということ

でした。爆弾による８畳ぐらいの大きな穴があちこ
じょう

提供：中日新聞ほのぼの絵手紙▲
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ちにあいており，死がいの悪臭でとても行けたものではないということでした。
あくしゅう

私は，いつまでたってもＢ２９の音が耳から離れませんでした。
はな

２０年６月１９日の新聞記事

浜松空 襲 後の新聞記事です。とても小さなあつかいで，２面に掲載されていました。内容
はままつくうしゆう けいさい

は 「マリアナ基地の敵Ｂ２９約８０機は，６月１８日零時４０分頃より志摩半島南岸より侵，
れい じ ごろ し ま しん

， ， ，入 約５０機は渥美半島を経て東進し 浜松市付近を１時間にわたり焼夷攻撃を行いたる後
にゆう あつ み はままつ こうげき

おおむね２時過ぎごろまでに南方海上に脱 却 。これがため，浜松市内各所に火災を発生した
だつきやく

が，おおむね５時半頃までに鎮火。本空襲による被害は調査中なり」となっている。
ちん か ひ がい
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